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Abstract
 Born in 1987, Naomi Fontaine published her first novel Kuessipan: à toi in 2011, 
which attracted the special attention of the literary world of Québec. This Innu-born 
writer who lived on the Uashat Indian Reserve until the age of seven to settle in Québec 
City with her family, speaks in French “à toi” (to you, the second person in the text) and 
to her readers about the difficult reality of the life in the reserve, the traditional life lived 
by her ancestors, her prospective vision, etc. Through the reading of this book, we will 
examine the Innu society represented by this author as well as the messages she 
transmits to the readers. We will also ask ourselves whether the Innu literature in 
general, in which Quebecers have only recently become interested（since the beginning 
of the 21st century）, will remain one of the indigenous literatures in Québec or will 
become an integral part of the “Québécois literature” to participate actively in its 















　本稿では、アメリカ・インディアンの 1 部族であるイヌー（ Innus ）1 ）出身の若手女性作家ナオ
ミ・フォンテーヌ（ Naomi Fontaine, 1987－）が 2011 年に発表した『クエシパン、あなたへ』










ック・カルティエ（ Jacques Cartier, 1491－1557 ）がサンローラン河を遡ることに成功し、その
後、17 世紀にはこの地にヌーヴェル＝フランス（新フランス）と呼ばれるフランス国王直轄の植
民地ができるが、イヌーはヒューロン・インディアンと並び、当初からヨーロッパ人ともっとも
接触が多かった部族の 1 つである2 ）。
　ナオミ・フォンテーヌは 1987 年に、ケベック市からサンローラン河を 250 ㎞ほど下ったコー
ト・ノール地方のセティル（ Sept-Îles ）にあるウアシャット（ Uashat ）3 ）のインディアン居留地
で生まれた。母親が彼女を身ごもっていたときに父親が交通事故で死亡したため、父の顔を知ら














　本稿で取り上げる『クエシパン、あなたへ』は 2011 年、彼女が 23 歳で発表した「小説」であ
る。若書きながら、翌年のフランコフォニー五大陸賞の候補作として残った 10 点のうちの 1 点
で、Monique Durand の言葉を借りれば、ケベックの文学界に「小さな地震」を引き起こした
（ Durand, 2011 ）。ハイチ出身のケベック作家で、アカデミー・フランセーズ会員でもあるダニ
ー・ラフェリエール（ Dany Laferrière, 1953－）は、メモワール・ダンクリエ社から刊行されたこ













































やめなければならなかった。あなたは二十歳になっていた（ p. 31－32 ）」。
　かくして「あなた」は「他所でやり直すこと、試してみること、頑張ってみること。生き残る







































着、誇りからこの 1 片の土地を離れることを拒んでいる。インディアンの 2 本の足でじっと立ち、
お腹は恐怖で膨れながらも、勇気をもって、かつてこの国を征服した最初の住人がもっていたと















































































































るのに必要な距離でもある。フランス語で親しい相手に話しかけるときに用いられる代名詞 « tu » 
やその強勢形の « toi » が多用されているとはいえ、Cassandre Sioui がいみじくも指摘するよう
に、その語りかけは一方的で、「わたし」と「あなた」のあいだに「対話」が成立しているとはい




















ら13 ）、イヌー文学を 21 世紀のあらたな「ケベック（における）文学」として扱おうとする動きが


























1990 年以降「イヌー」が正式名称となった。イヌーの大半（推定 2 万人）はケベック州に住





2,200 カ所以上、ケベック州内だけでも 25 カ所ほどの居留地がある（浅井、2004、p. 89；カ
ナダ大使館、2015；池上、2009、p. 120 他参照）。
 5 ） 以後、Kuessipan からの引用は直後に頁数のみ示す。
 6 ） 以下を参照せよ。「妊娠しない危険は妊娠する危険より大きい。彼女たちはみな子どもを産みた
がっている。（中略）これほどまでに大量虐殺されようとした部族を大きくするための方法、生
きるため、あるいは死ぬのを食い止めるための激怒。子どもだ。」（ p. 85 ）。




 9 ） イヌーを代表するもう 1 人の作家ジョゼフィーヌ・バコン（ Joséphine Bacon, 1947－）はペッ
サミット生まれだが、生後 5 年間、このヌーチミットで半ばノマドの生活を送っている。Yvon
（ 2019 ）参照。
10 ） 根無し草の意識については、Papillon（ 2016 ）や Vaillancourt（ 2017 ）も詳細に論じている。
11 ） カナダのメティスは主として平
プ レ ー リ ー
原地方（アルバータ州東南部からマニトバ州西南部にまたがる）








詳しくは Chartier（ 2019b ）参照。
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